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図4 年齢別資源尾数
2013年以前は1歳魚（青）、2歳魚（橙）が中心で、
2014～2016年に多くの加入（1歳魚）があったが
その後は減少傾向となっている。2017年以降は3歳
以上の割合が多く、近年は幅広い年齢で構成されて
いる。
なお、加入量は各年の1歳魚の資源尾数である。

図5 年齢別資源量（棒グラフ）と親魚量（折れ線
グラフ）
資源量は2014年以降増加し、2017年には1998年
以降で最高の1,239トンとなった。その後は減少し、
2024年は757トンであった。親魚量も資源量と似
た傾向を示したが近年も高い水準を維持しており、
2024年は717トンであった。

ヤナギムシガレイ（太平洋北部）②

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目につ
いては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。
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2036年に親魚量が目標管理基準値案（758トン）を上回る確率

β 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

1.0 782 728 711 711 709 709 705 706 704 698 35%

0.9 799 754 742 746 747 749 747 749 749 744 42%

0.8 816 781 775 785 789 794 793 797 798 795 51%

0.7 834 810 812 828 837 844 845 851 854 851 59%

現状の漁獲圧 759 693 670 665 661 658 652 650 646 639 26%

867 815

ヤナギムシガレイ（太平洋北部）⑥

漁獲管理規則案に基づく将来予測において、βを0.7～1.0の範囲で変更した場合と現状の漁獲圧（2019～
2023年の平均:β＝1.1相当）の場合の平均親魚量と平均漁獲量の推移を示す。2025年の漁獲量は予測される
資源量と現状の漁獲圧により仮定し、2026年から漁獲管理規則案に基づく漁獲を開始する。
β=0.8とした場合、2026年の平均漁獲量は184トン、2036年に親魚量が目標管理基準値案を上回る確率は
51％と予測される。

表1．将来の平均親魚量（トン）

表2．将来の平均漁獲量（トン）

※ 表の値は今後の資源評価により更新される。

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目につ
いては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

2025年9月26日公開

β 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

1.0 222 211 191 186 186 185 185 185 185 184 183

0.9 203 198 182 178 180 180 180 180 181 181 180

0.8 184 183 171 169 172 173 174 174 175 176 175

0.7 163 167 158 159 163 165 166 167 168 169 168

現状の漁獲圧 248 228 203 194 193 191 191 189 189 188 185

261
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資源評価の流れ

※ ABCは漁業法改正前の考え方に基づく基本規則を適用した値

2024年までの底魚類資源量調査

年別現存尾数・重量

2024年までの漁獲統計

2025年までの資源量

2026年のABC算定

水準・動向

操業面積の算出

調査年の
漁獲死亡、自然死亡

2026年の資源量

2025年の
漁獲死亡、自然死亡
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 面積密度法で資源量を推定

 資源水準は「中位」、動向は「減少」

資源評価のまとめ

2026年ABC

F値（現状のF値からの
増減%）

漁獲割合
（％）

2026年ABC
（トン）

Target/
Limit

管理基準

0.037
（−27%）

3.4220Target

0.8F40％SPR
0.047

（+10%）
4.3270Limit

 漁業法改正前の考え方に基づく基本規則の1-3)-(3)に基づき、
Flimit=0.8F40％SPRで計算

 F40％SPR：漁獲がなかった場合の40％の親魚量を取り残す漁
獲圧

17



18



19



漁獲の動向①

 東日本大震災後、漁獲量(全漁業種合計)は500トン台に減少
 近年の漁獲量は回復傾向 2024年の漁獲量：1,354トン
 主漁法は沖合底びき網漁業（沖底）
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 東日本大震災後、福島県船操業停止により努力量は大幅減
 2024年の沖底努力量：3.4万網
 沖底努力量は有漁網数を示す

漁獲の動向②

※有漁網数：キアンコウが漁獲された日の網数を集計したもの
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資源評価の流れ

2024年までの漁獲量（全漁業）と
沖底の標準化CPUE

水準判断
標準化CPUEの平均値±30％を

水準の境界値
（海域別）

係数の算定
直近3年間の標準化CPUEの変化

（海域別）

2026年のABC
（海域合計値）

※ ABCは漁業法改正前の考え方に基づく基本規則を適用した値
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資源の動向①

 青森県～岩手県は尻屋崎～襟裳西海区の沖底標準化CPUEで判断
 資源水準：2024年の標準化CPUEは0.99で「中位」
 資源動向：直近5年間（2020～2024年）の標準化CPUEの推移か

ら「減少」

※水準区分 低位／中位：標準化CPUE 0.7、中位／高位：標準化CPUE 1.3 
（平均値が1となるよう規格化した標準化CPUEの値で水準判断）

※標準化CPUE：資源や操業による偏りを取り除いた、1操業当たりの漁獲量
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資源の動向②

 宮城県～千葉県は金華山～房総海区の沖底標準化CPUEで判断
 資源水準：2024年の標準化CPUEは2.12で「高位」
 資源動向：直近5年間（2020～2024年）の標準化CPUEの推移

から「減少」

※水準区分 低位／中位：標準化CPUE 0.7、中位／高位：標準化CPUE 1.3
（平均値が1となるよう規格化した標準化CPUEの値で水準判断）
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 キアンコウ太平洋北部全体の資源水準は「高位」、動向は
「減少」

 標準化CPUEに基づいて海域別に資源状態を求め、全体を判断
（漁獲量の多くを占める宮城県～千葉県の状況を反映）

資源評価のまとめ

2026年ABC
F値(現状のF値からの

増減％）
漁獲割合
（％）

2026年ABC 
（トン）

Target/Limit管理基準

－－980Target0.9・青森県～岩手県Ct・0.93
1.0・宮城県～千葉県Ct・0.95 －－1,230Limit

 漁業法改正前の考え方に基づく基本規則の2-1）により、
ABClimit=δ1・Ct・γ1で計算

 δ1：青森県～岩手県は0.9（中位水準での推奨値）
 δ1：宮城県～千葉県は1.0（高位水準での標準値）
 Ct：2024年の海域別各県漁獲量合計値
 γ1：青森県～岩手県は0.93、宮城県～千葉県は0.95（標準化CPUEの直近3

年間（2022～2024年）の動向から算定される係数）
 ABCは海域別に算定したABCの合計値
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